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2Mp-1　　　　ベンソパープリン4Bとポリビニルピロリドンとの相互作用

　　　　　　　実践女大家政　　　　　　飯島俊郎　○大熊華子

　目的　繊維材料の染色、高分子凝集剤と染料の結合などにおける染料と高分子との相互作
　用機構を明らかにする目的で、本研究では直接染料ベンソパープリン4B （BP）と水溶性高

　分子ポリビニルピロリドン（PVP）との相互作用を可視吸収スペクトル、比容積、粘度によ

　って調べた。
　方法　染料BPの濃度を一定（5 ×lO゛'mol/l）に保ち、PVP濃度を変えて（O～lO-mol/l）

　調製した水溶液の吸収スペクトルを、25, 30,35, 40,45 Vで測定した。また同一濃度の試

　料水溶液の比容積、粘度を各温度について測定した。
　結果　BPの吸収スペクトルは、PVPの添加により等吸収点を示しながら変化し、BPと

　PVPとの単一な相互作用平衡の存在を示した。そこでBP 1モルとPVP 1モル（モノマー単

　位）の結合を仮定して結合定数Kbを計算し、得られたKbを用いて実験値（BPの分子吸
　光係数のPVP濃度依存性）が良く再現できることがわかった。またこの相互作用系の等

　温結合曲線（自由染料濃度対結合密度の関係）はKlotz式に従うこと、この系の結合に協同

　性が含まれないことを確かめた。 Kbの温度変化から結合に伴う熱力学量の変化（エンタ
　ルピー△Ｈ、エントロピー△S）を求め、△Ｈは負、△SはほぼＯを示すことから、この結

　合はエンタルピー的には有利で、エントロピー変化には疎水性相互作用の寄与が含まれる
　ことを推論した。

　これらの値と比容積、粘度の測定結果を用いて結合の機構を推定した。

2Mp－2 酸性染料/ナイロン染色系における助剤の効果　　0Tange7 /PSSNa ,EBSNa系

実践女大家政　　　○軽部幸恵　和田典子　永井香世　飯島俊郎

目的：所定の時間内に必要とする濃度の均一な染色物を得るために、染色系には通常助剤
が加えられる。助剤には、染着を遅くして均染を得る目的で用いられる緩染剤と染着を早
くして染着量を大きくする目的で用いられる促染剤がある。いずれの場合も染料、あるい

は繊維と助剤の相互作用によってその効果が決まる。本研究は、Orange7 (以下○7と略記)

／ナイロン染色系におけるポリスチレンスルホン酸ナトリウム(PS)およびエチルベンゼン

スルホン酸ナトリウム(ＥＢ)の助剤としての効果を明らかにすることを目的として行った。

方法：０７およびPS,EBは市販試薬(東京化成)をそのまま用いた。 6-ナイロンフィルム
は90°Cの純水中で３時間の予処理をして用いた。染色は90°C、pH3.0で行った。尚、フィ

ルムはpH3.0の浴に一夜間浸潰して酸の出入りをなくしてから染色に用いた。平衡実験で

は、回転ポット式染色試験機を用いて10～20水準の濃度で約8時間染色を行い収着等温
線を得た。また、拡散実験では、染料濃度1×lO^mol/1の染浴中で所定時間フィルム巻層の

染色を行い拡散の濃度分布を得た。平衡および拡散とも染浴にPSおよびEBを1×io入1×
io入1×10‘'mol/lの濃度で加えた。

結果: PS、EBの添加により、収着等温線および拡散の濃度分布ともに分配型の特徴がよ
り明瞭になった。またPS、ＥＢ濃度の増大に伴い平衡染着量は減少したが、減少傾向は
EBSNaでより大きかった。一方、拡散係数は添加濃度によらず大きく変わらなかった。以

上の結果を収着パラメータおよび拡散係数を用いて定量的に考察し、相互作用の機構を推
定する。
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